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■　　　　　　　　型嬰蕊警景品壷感〇

秒橘e費用

Q脚川面蝶争駆榊海蝕凰氾J慢心細り一甥鰻圏′蔦測聖○

召昂。仙盛貞盛藤苗蒜′里鞘莱皿

哩⊇屡挙句翠腿刃岬轡噂船町畿UU桓小淵P邁鳳○

訂＞C怒眼胆葛神韻腫○

霹搭e帥痘鹿蕊幅虚心由良癒画

e刃謂撃噂出座雷撃閲　〝勅P畠山∪哺畠占わぬ繭○

裔惰e園肥蟹嘩忘原中藤いつ卓榊蜘貯氾捕り畔○

粛惰Q消磨型諾輿潮時㈹P篭り∪椚細胞咤匠皿○

扇僕Q純増堅忍Q紳且畝八割捜拓○

出面でこ琴別百品選挙冒頭芯票叩阿聞磁誓悪筆描○

旺粟霊せ－e刃蚕脛e把刑期腫葛ヨ蝉卦○

準閉Q鱈照代劉nRQくヨ陛卦○

蟹別e如拙堀e暖凶書出つ霹瀾刃静思料地は

≡緻密∴U一雄綱田礪細腕巌′抑門卜寸刻図〇

（禦禦品蒜詰問鷺盟で㈲癒鱒聖惑溺）

讃喪鞘品潮時卜藷9燭樹〓領地建三珠拭○

門笹捌e朝淵血盟現u

ギ嬰軍票警品蒜ヨ廊諒○

（曲論箋嘩認虫買Pr⊃〓⊥」笠つぐ）

匿潤返電堕－Q轟≡癒○

埋型等望悪e葦選盛醜○

蒜慧畳表虫百三藁葺喋宰

盛挙等領貰窒

ネ」竃溜懲罰寧菟蓋薩

hB訊屈轟胡

裁∃訊胡嘩郵醇塑増

≠

盛譲轡禦漂晶吾疫

型嬰鴬慧讐品品行遠

∩趣〇一紳棚田媚叩献芯刃U一頃望慧慧誉d一

田淵細暦ク興蟹描霜～開削匿聴∃刃摘～璧三〇

．勺・．

わま惑義茄儲轟

嘩固脚應蘭eく匿露

薯叫電位轟つ根遮圃軍票爛匿いこ∩り一薯刃e固－※

霜鷹。鰹

靴e璧爆雷空桝。腱轟氾⊃′q照側壁酷似凶e軍薯○

（前惰e帥結盟糀猫H嘩匝貼脚日義把聾認旗詔鰹e帥

毯艇瀾廻。堰遠望甚Q蛋嚇争檻霊感捌e伸上∫笠

「一く。経野審判）　【媒判り六－〕岩壁昭…郡髄山繭睦

。饗鋤e堰義認塩崎．監咄撃PJ璽頻り攣憶り芯00湖沼○

（肋ユT上肘

⊥nユ⊥DR）霹慢e紹増価淵争（帥朝9ど匝根⊃

′q潤壷憾覆）講壇六mか月H⊃n〇時と幽霊藤患YO

（帥消磨通ぬわ

掛野粗野H拡訊ク蜜造砲慣娼妊多国闇黒翳）　【雄瑚刃

六月〕曇碧棋紺髄山繭棺。鰹緋e野協。団苛争前借

Q帥詔増新駅訓㈱岬達人通知貼り重層e悪頻回Q黒帯○

、昭囲肘蔑避Qく野蚕薯引窓橙色神J廻漕脚肇薯爛匿い′Jnり要項Q飼－※

蒜崩Ⅵ六十亨噸轟壁間こ≧滋藍　（匠霹PJ刃噸

畏認垣崎知謀堅い上越感心疲垣二頭り一瞥舗認）扇橋。蜂凱Q撒営囁謹賀霹ゆ画

趣蹴。仁聖廟咤咄盟多度機軸e旧習〆9膚畿眼聯州駅渾是河忘Y中一制樹代ミ副東○

温情。鱒

甜e紳紹増蟹臨。試際Q純増各班漕聖経磯罵隠嘩桓借り妻髄腫e紺髄．鴫匝璧

湖心帥紳輔H扇椙解説岬髄甜e咤嘲罵－Q軍唱急褒電位．⊃貪惧潮満塁三昧《○

哺囲

粗悪咽㈲Qく野蚕票羽雷脛帯つ廻踵圃軍票鰻狂いSnり一書羽e固－※

朝雨e薯曜紺抑

嘉讐品義挙盟蒜虚琴盟話芸言彗買蔽莫逆警義塾野莞○

世職◎事前e相磯三〇振出つ缶明細壁癒車重∴多重扇戻

甜e匠闇Q愈氾昭£原卜扁艦砲刷石Y Jj刃雇攣畢讐慧警品謁○

扁控町粗悪膿中萱咽e輔閻趣氾範型嘉竃ロY壁廻Q懲薯ゆ境目垂鰭e壁e旺腿ク9臨勅鰹排百瀬道紺髄鞘誕嘩郎駁感鹿等璧盟冠芝垣軸受彗讐ふ蒜電車嘩讐監蒜　＜霹唖～昏＞

。蕊近因召詞e描嘲趣氾警句兎撃b旺闇嘩細野ヨUV寧憲章二号為胃ロY牒閤づ測綾瀬頗鞄。膿爾息巻彗莞樹三重垂岩出伸輔憾更意り函薯烈殴ヨ勝手争凶溺匿鰻　＜還　暦＞

卓二∵≠矩UL〇八日〓一練抑蟹融囁墓痍腐畠良感翠撃義盛麗悪漢威慧還語義砲撃撃慧慧僻　撃鰭慧遠築還蒜
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耳如叫ヱ叫8線）葡昭和間

島田の新東名IC周辺▼り妄き軽い鍵お
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18年5月着工目指す

いこぎわい交流拠点の完成イメージ図。左の．…
室　建物は大鉄の新駅

会見に臨んだ（右から）前田忍廻：長、池谷薫
組合長、染呑絹代市長、久保田修事業創造部

長＝25日午後、島田市役所

L l．‾

市
な
ど
4
者
構
想
発
豪

島
田
市
と
J
A
桑
川
、
．
大
井
川
聾
（
大
哲
、
中
日
杢
暴
露
の
4
者
は
哲
、
同
墓
所
で

記
者
会
見
を
開
き
、
新
東
名
官
選
道
島
田
金
谷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
I
C
）
周
辺
に
4
者
連
携
で
取
り

組
む
「
に
ぎ
わ
い
轟
拠
声
の
プ
ロ
ジ
土
ク
ト
を
正
式
発
表
し
た
。
大
井
川
筋
の
玄
関
口
と
し
て
曲
靂

物
堅
宗
隕
飲
食
店
を
集
約
し
潅
施
設
な
ど
を
整
備
す
る
構
想
。
エ
リ
ア
内
で
は
大
鉄
が
新
駅
建
設
を
検

討
し
て
い
る
。
2
0
1
8
年
5
月
の
着
工
を
目
指
す
。

構
想
に
よ
る
と
、
交
流

拠
点
の
敷
地
面
積
は
約
2

・
2
診
。
J
A
大
井
川
が

地
域
の
特
産
品
を
集
め
た

県
内
最
大
級
の
農
・
海
産

物
販
売
所
や
S
L
を
見
な

が
ら
く
つ
ろ
げ
る
カ
フ

ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が

入
る
施
設
を
建
設
す
る
。

J
A
大
井
川
の
五
和
支
店

な
ど
も
移
転
新
築
す
る
。

島
田
市
は
新
東
魯
同
架

下
を
利
用
し
、
約
9
0
0

台
分
の
無
料
駐
車
場
を
整

備
す
る
J
同
市
は
日
査
同

速
道
路
保
有
・
債
務
返
済

機
構
に
占
用
許
可
の
申
請

を
出
す
。
7
月
を
め
ど
に

基
本
計
画
を
ま
と
め
、
施

設
配
置
な
ど
の
検
討
や
測

量
を
進
め
る
。
実
施
設
計

は
来
年
6
月
か
ら
入
る
。

会
見
に
は
、
大
鉄
の
前

田
忍
社
長
を
は
じ
め
、
染

谷
絹
代
市
長
、
．
J
A
大
井

川
の
池
谷
薫
阻
合
長
、
中

日
杢
虚
位
道
路
の
久
保
田

修
・
事
業
創
造
部
長
が
出

席
し
た
。
前
田
社
長
は
「
新

東
名
を
降
り
る
多
く
の
人

に
垂
早
し
て
も
ら
え
る
機

会
を
創
出
で
き
れ
ば
い

・
い
。
世
界
に
島
田
や
川
根
．

の
良
さ
を
発
信
す
る
基
地

と
し
て
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

し
て
い
き
た
い
」
と
期
待

を
込
め
た
。
染
谷
市
長
は

．
「
大
潮
川
流
域
の
夢
を
か

な
え
る
観
光
施
設
に
し
た

い
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
取
り
組
む
」
と
話
し
、

池
谷
阻
合
長
は
「
こ
の
地

域
が
胸
を
張
れ
、
新
し
い

農
業
経
営
に
取
り
組
ん
で

い
け
る
よ
う
な
拠
点
に
し

た
い
」
と
説
明
し
た
。

地
元
や
奥
大
井
地
域
振
興
に
期
待

島
田
市
や
J
A
大
井
川

な
ど
が
新
東
名
高
速
道

島
田
金
谷
J
C
周
辺
に

「
に
ぎ
わ
い
交
流
拠
占
巴

を
整
備
す
る
方
針
奄
発

表
し
た
2
5
日
、
地
元
や
奥

大
井
地
域
の
関
係
者
は

「
J
C
周
辺
の
活
用
は
長

年
の
願
い
だ
っ
た
」
　
「
さ

ま
ざ
蚤
な
可
能
性
が
広
が

る
」
と
期
待
を
膨
ら
ま
せ

た。
金
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

委
員
会
の
望
月
一
彦
会

長
（
鮎
は
「
交
通
の
要
所

と
し
て
活
用
が
期
待
せ

れ
て
い
た
場
所
。
交
流

人
口
が
拡
大
し
、
活
性

化
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
喜

ぶ。
整
備
エ
リ
ア
に
は
大
井

川
流
域
の
茶
を
集
め
た
販

売
店
舗
も
建
設
さ
れ
る

予
定
。
地
元
の
茶
商
、

言
暢
昭
さ
ん
（
4
0
）
は
「
ナ

れ
を
機
会
に
消
費
者
の

購
軍
刀
を
か
き
立
て
る
よ

う
な
商
品
、
P
R
方
法
を

考
え
た
い
」
と
話
す
。
川

根
本
町
ま
ち
づ
く
り
観
光

協
会
の
望
月
孝
之
会
長

筒
）
は
「
奥
大
井
へ
の
波

及
効
果
が
狙
え
る
チ
ャ
ン

ス
。
あ
り
が
た
い
」
と
歓

迎
し
た
。
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静
岡
新
聞

［
口

6

策
定
し
た
「
I
C
周
辺
ま

を
そ
り
構
想
」
せ
「
地

…
区
の
玄
関
ゾ
ー
ン
義
や

痴
摩
七
位
置
膚
け
た
エ

万
ア
の
整
備
が
動
き
だ

す。

物
販
・
飲
食
店
集
約

島
田
市
と
J
A
大
井
町
大
井
川
鉄
道
芙
蓉
、
中
毒
の
4
着
が
連
携
し
、
新
東
名
高
速
道
島
田
金
谷
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
（
I
C
）
周
辺
に
、
苧
海
産
物
販
売
所
や
飲
食
店
を
樋
野
首
「
に
ぎ
わ
い
姦
拠
戸
を
聾
写
る
方
針
を
固
め
た
こ
と

が
5
日
、
．
分
か
っ
た
。
大
鉄
は
こ
の
エ
リ
ア
へ
の
新
駅
建
設
を
検
討
し
て
い
る
。
観
光
名
所
が
多
い
大
井
川
筋
へ
の
玄
関
口
に
す
る
構

想
で
、
島
田
市
は
新
年
度
当
初
予
箕
に
基
本
計
画
策
定
軍
な
ど
約
2
5
0
0
万
円
を
計
上
す
る
。

．
関
係
者
に
よ
る
と
、
壷
・

備
エ
リ
ア
催
県
の
．
「
内
陸

フ
ロ
ッ
テ
ィ
ア
推
進
区

域
」
に
指
定
さ
れ
た
区
画

を
挟
ん
だ
隣
接
地
。
4
者

が
そ
れ
薫
れ
の
強
み
を
生

か
し
た
整
衛
に
取
・
り
組

∵
J
A
大
井
川
は
志
太
榛

原
地
区
で
憺
最
大
級
と
な

る
大
井
踏
域
の
特
産
品

を
集
め
た
販
売
所
や
、
・
S

t
を
見
な
が
ら
休
憩
で
き

る
緑
茶
カ
ヲ
ェ
、
レ
ス
ト

ラ
ン
の
ほ
か
へ
夫
鉄
の
グ

ッ
ズ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
入

る
施
設
を
建
設
す
る
了
‥
∴
‥

．
畠
翼
は
中
昆
本
高
速

か
ら
借
り
る
予
定
の
新

東
名
高
凛
下
を
利
用
七
、
・

約
千
台
分
の
無
料
駐
車

場
を
整
備
す
る
。
．
－
車
か
ら

大
鉄
に
乗
り
換
え
、
川
根

温
泉
（
同
市
）
や
寸
又
峡

・
（
川
碍
本
町
∵
な
ど
を
巡

る
観
光
客
の
拠
点
に
す
る

考
え
。
・
昨
年
3
月
に
市
が

4
着
は
昨
年
9
月
か
ら

に
ぎ
わ
い
交
流
拠
点
の
基

本
構
想
策
定
に
向
け
た
協

議
を
進
め
て
き
た
」
今
月

中
に
も
地
元
と
の
調
整
に

入
る
予
定
。


